
    

 

 わたしたちが毎日飲む水は、旭川の水源の森から生み出されています。 
その水源林の一つに大野地区があります。ここでは、地元市民と自然観察団体
や大学の研究者たちがいっしょに、「生き物調査」と「水質調査」を2011年から
始めています。参加者はのべ1,000人を越えています。 
 この里山は、住民たちと共に生きる生き物たちが驚くほど豊かです。今では貴
重になった魚や鳥、動物、草花などを目にすることができ、私たちの生活にうる
おいと安らぎを与えてくれています。これらの宝ものや、貴重な財産があること
を誇りに思っています。 
 もっと多くの市民の方々に、そのことを知っていただき、共有していきたいと
考えました。そこで、これまでの経過をまとめて、ささやかな冊子を作成しまし
た。 

大野川いい川づくり 

  大野川生き物調査 

大野川生き物調査 
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大野川はどこにあるの？ 

 なぜ、大野川生き物調査を始めたのか。  
 それは、大野川の水源となる流域（谷）に産廃処分場の建設が計画されたからで
す。「今の環境を記録しておかないと、産廃処分場が建設されたことによる影響を
知ることができない。」という危機感からでした。 
 私たちが住む大野川流域の岡山市北区御津宇甘西地区は、「将来にわたって良
好な生物多様性の保全が期待できる地域」として、『岡山市の身近な生きものの
里』の指定を受けました。その中でも、大野川はゲンジボタルの生息地として有名
です。また、この流域は、「貴重な動植物も同時に生息が観察できる『生きものの
里』の代表である」と自負しています。 
 残念ながら、平成29年、2つの産業廃棄物の建設が許可されてしまいました。い
まなお豊かな自然環境が残る山里を守るため、地域住民は産廃処分場の建設阻止
を求めてさまざまな取組みを行っていることも知ってほしいと思います。 

どんなところですか？ 

• 自然豊かな典型的な山里の風景が今も残る 

• 産物は米、椎茸、鉄砲ユリなど 

• ホタルの名所 
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ゲンジボタル幼虫上陸 

ゲンジボタルの交尾 

ヘイケボタル 

ヒメボタル 

カワニナと幼虫 
オバボタル 

発光 

 毎年、6月上・中旬の風のない夜、大野地区の集落が見え始める辺りから源流の碑
の前あたりが特に飛ぶ数が多いです。「数えると約1,300匹ほど（夜空の星の約半
分ほど）だった。」との記録（Ｈ２９．６）があります。 
 ゲンジボタルの幼虫は、自分と同じぐらいの大きさのカワニナを食べます。４月中
旬ごろの雨の降る夜、川から上陸して土にもぐり、まゆを作ってサナギとなります。
その約50日後、羽化し飛び始めます。 
 大野川流域では、「ゲンジボタル」の他「ヘイケボタル」、「ヒメボタル」、「オバボタ
ル」（昼間飛ぶ、光らない）などのホタルも見ることができます。 
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ナガレホトケドジョウ  
  絶滅危惧Ⅱ類 
絶滅危惧IB類 （EN) 

オオシマドジョウ 

カワムツ ドンコ 

レッドリスト 
（絶滅のおそれがある野生生物の種のリスト） 
黒字 岡山県指定 赤字 環境省指定 
緑字 国内希少野生動植物種 

カワヨシノボリ 

ドジョウ 留意 準絶滅危惧（NT） 

カジカガエル 
準絶滅危惧 

魚類（6種） 両生類（9種） 

カワムツ カジカガエル 

ドジョウ ヤマアカガエル 

ナガレホトケドジョウ ツチガエル 

オオシマドジョウ ヌマガエル 

カワヨシノボリ トノサマガエル 

ドンコ アマガエル 

シュレーゲルアオガエル 

ヒキガエル 

イモリ 
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ムラサキトビケラ成虫と幼虫 
準絶滅危惧 日本最大種 

ヤマトビイロトビケラ成虫♀上♂下と幼虫 
完全陸生種 準絶滅危惧 

マルバネトビケラ成虫と幼虫 
準絶滅危惧 

オオヤマカワゲラ成虫と幼虫 

モンカゲロウ成虫♂と幼虫 

コオニヤンマ成虫と幼虫 

カゲロウ目（6種） トビケラ目（19種）   カワゲラ目（3種） 蜻蛉目（18種）   

トウヨウモンカゲロウ  ウルマーシマトビケラ ヒゲナガトビケラ科一種 オオヤマカワゲラ アサヒナカワトンボ  サナエトンボ科一種 

モンカゲロウ エグリトビケラ フトヒゲトビケラ科一種 フタツメカワゲラ属一種 ニホンカワトンボ  オニヤンマ  

チラカゲロウ カクツツトビケラ属一種 ホソバトビケラ カワゲラ目の一種 カワトンボ科一種  カトリヤンマ  

エルモンヒラタカゲロウ コバントビケラ ヤマガタトビイロトビケラ   イトトンボ科一種 サラサヤンマ   

シロタニガワカゲロウ セトトビケラ属一種 ホタルトビケラ 鞘翅目（4種） オジロサナエ  ギンヤンマ  

コカゲロウ科一種 タテヒゲナガトビケラ属一種 マルツツトビケラ属一種 ゲンジボタル（幼虫） ダビドサナエ  コシボソヤンマ  

  トウヨウグマガトビケラ マルバネトビケラ ヒラタドロムシ（成虫） ヒメクロサナエ  コヤマトンボ  

脈翅目 トビイロトビケラ ムラサキトビケラ ヒラタドロムシ属一種 コオニヤンマ  ヤマトンボ科一種 

ヘビトンボ ニンギョウトビケラ属一種 ヤマトビイロトビケラ ミゾドロムシ属一種 ミヤマサナエ  グンバイトンボ 

  ニンギョウトビケラ属一種       

双翅目   半翅目（2種）   

ブユ科の一種     コオイムシ       

      ミズカマキリ     
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ハチクマ 絶滅危惧Ⅱ類  
準絶滅危惧（NT） 

サンコウチョウ 準絶滅危惧 

ブッポウソウ 絶滅危惧Ⅰ類  
絶滅危惧IB類 (EN) 

クマタカ 絶滅危惧Ⅰ類  
絶滅危惧IB類 (EN)  
国内希少野生動植物種 

キビタキ 留意 ホオジロ 

キンラン 絶滅危惧Ⅱ類 
 絶滅危惧II類（VU） カタクリ 

カザグルマ 絶滅危惧Ⅱ類 
準絶滅危惧（NT） 

セツブンソウ  
準絶滅危惧（NT） 

オキナグサ 絶滅危惧Ⅰ類  
絶滅危惧II類（VU） 

タヌキモ  
準絶滅危惧（NT） 

エビネ 絶滅危惧Ⅱ類  
準絶滅危惧（NT） 



 大野川いい川づくりは、大野川の自然環境を守り、後世に残す
事を目的とし、平成２４年５月に活動を始めました。活動は、毎月
大野地区で行える、持続可能な活動を行うことです。 
 
 竹やぶに入りタケノコ掘り体験と竹やぶの整備を行います。 

（5月） 
 生き物調査では、川の生き物たちを専門家の先生、学生さん 
たちと一緒に調べています。（10月） 
 
 大野川の水はきれいで、川の水深も浅く危険が少ないので、 
川遊びは子供たちにとても人気の行事となっています。（8月） 
                         
                 大野川いい川づくり代表 河太勝子 
                        E-mail:oonobijin@yahoo.co.jp 

大野川いい川づくりの活動  

８月 川遊び 

５月 タケノコ掘り １月 とんど祭り 

１２月 お飾り作り 

7月 七夕 

１１月 川掃除 



協力：旭川流域ネットワーク（AR-NET） 
    岡山淡水魚研究会 
    岡山野生生物調査会 
    岡山理科大学環境教育地域支援研究会 
    岡山理科大学附属高校科学部 
    日本野鳥の会岡山県支部 
    （写真提供など） 
    成廣総一郎氏、藤原啓治氏、本田 承氏 
協賛：公益財団法人おかやま環境ネットワーク 
作成：大野川いい川づくり 
    御津の「みどり」と「清流」を守る会 
  Tel:086-726-0556（河原） 
  E-mail:mitsu.ms.mamoru@gmail.com 
  HP:http://blog.livedoor.jp/mitsu_ms_mamoru/ 
          
                                 ２０２０年３月１日作成 

私たちはいつまでも 
旭川の源流を守り続けます 


